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平成22年 １月１日

市民に信頼される議会運営に向けて
議　長　　水　野　雪　男

副議長　　宮　村　和　典

新年おめでとうございます。

市民の皆様におかれましては希望に満ちた新春をお迎えのこ

ととお慶び申し上げます。

昨年中は、市議会に対しまして、ひとかたならぬご支援、ご

協力を賜りましたことに心よりお礼申し上げます。

私たちは昨年11月臨時会で、議長並びに副議長の要職に就任

いたしました。

誠に身に余る光栄と存じますとともに、自らの浅学非才を顧

みまして、その責任の重大さに身の引き締まる思いでございます。市政の推進と議会の円滑な運営のため、

懸命の努力をいたしてまいる所存でございます。

国政は政権交代により、中央集権から地域主権へと大きな転換が図られようとしており、社会や私たち

の生活は大きく変わってまいります。

これからは、地方が主体となる時代を迎える中で、私たち地方議会の果たす役割は一

層重要になってまいりました。二元代表制のもと、市政の一翼を担う市議会は、議会と

しての機能強化を図り、開かれた議会として改革を進め、市民から信頼される議会運営

に取り組んでいかなければなりません。

そのためには私たち市議会は、なお一層の努力をしてまいります。これまで以上のご

鞭撻、ご協力を賜わりますようお願い申し上げまして、年頭のあいさつ並びに議長及び

副議長就任のあいさつとさせていただきます。

豊

田

恵

理

福
沢
美
由
紀

森

美

和

子

鈴

木

達

夫

岡

本

公

秀

伊
藤
彦
太
郎

前

田

耕

一

中

村

嘉

孝

宮

崎

勝

郎

片

岡

武

男

宮

村

和

典

前

田

稔

服

部

孝

規

小

坂

直

親

松

上

孝

竹

井

道

男

池

田

依

子

大

井

捷

夫

水

野

雪

男

葛

西
　

豊

櫻

井

清

蔵

森
　
淳
之
祐

（
議
席
順
）

迎
春
迎
春

副議長 宮村和典議長 水野雪男

議会選出監査委員

片岡武男
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平成21年第3回臨時会は、11月11日の1日間の会期で開催され、議案1件、報告1件が上程され、採決

の結果、原案のとおり可決、了承することに決しました。

また、9月定例会において提出され、次回市議会（今臨時会）への継続審査となっていました議員提

出議案第2号については、採決の結果、否決となりました。

次に、議長及び副議長の選挙、議会運営委員会、各常任委員会及び議会のあり方等検討特別委員会委

員を選任し、各委員会を開催して、正・副委員長の互選を行いました。

また、組合議会議員等の選任、監査委員の選任についても同意しました。

当委員会は、議会の運営に関する事項、議会関係条例や会議規則等に関する事項、議長の諮問

に関する事項等議会運営を円滑に行うために設置された委員会です。

各委員会委員等の構成は次のとおりです。

委 員 長 大　井　捷　夫　

副委員長 池　田　依　子

委　　員 伊　藤　彦太郎

〃 中　村　嘉　孝

〃 宮　崎　勝　郎

〃 小　坂　直　親

〃 竹　井　道　男
中村嘉孝　宮崎勝郎　伊藤彦太郎

竹井道男　大井捷夫　池田依子　小坂直親

亀山市議会には総務、教育民生、産業建設の常任委員会があり、市の業務をそれぞれの所管に分け、議

案や請願等の審査を行っています。

委 員 長 宮　崎　勝　郎

副委員長 岡　本　公　秀

委　　員 豊　田　恵　理

〃 森　　　美和子

〃 片　岡　武　男

〃 竹　井　道　男

〃 水　野　雪　男

〃 櫻　井　清　蔵竹井道男　森美和子　片岡武男　豊田恵理

櫻井清蔵　宮崎勝郎　岡本公秀　水野雪男

総務委員会の所管は次のとおりです。

・企画政策部 ・総務財政部 ・市民部 ・設計審査室

・危機管理室 ・出納室 ・消防本部 ・選挙管理委員会

・公平委員会 ・固定資産評価審査委員会 ・監査委員

・他の常任委員会の所管に属しないこと

総務委員会

議会運営委員会

常任委員会
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委 員 長 松　上　　　孝　

副委員長 鈴　木　達　夫

委　　員 福　沢　美由紀

〃 伊　藤　彦太郎

〃 宮　村　和　典

〃 前　田　　　稔

〃 森　　　淳之祐

前田　稔　森淳之祐　伊藤彦太郎　福沢美由紀

宮村和典　　松上　孝　　鈴木達夫

教育民生委員会の所管は

次のとおりです。

・保健福祉部

・医療センター

・教育委員会

委 員 長 櫻　井　清　蔵

副委員長 森　　　美和子

委　　員 岡　本　公　秀

〃 宮　崎　勝　郎　　　　

〃 前　田　　　稔

〃 服　部　孝　規

〃 松　上　　　孝

〃 竹　井　道　男　　　　

〃 大　井　捷　夫

松上　孝　竹井道男　前田　稔　岡本公秀　服部孝規

大井捷夫　森美和子　櫻井清蔵　宮崎勝郎

委 員 長 中　村　嘉　孝　

副委員長 服　部　孝　規

委　　員 前　田　耕　一

〃 小　坂　直　親

〃 池　田　依　子

〃 大　井　捷　夫

〃 葛　西　　　豊

大井捷夫　小坂直親　前田耕一

葛西　豊　中村嘉孝　服部孝規　池田依子

産業建設委員会の所管は

次のとおりです。

・環境森林部

・産業建設部

・上下水道部

・関ロッジ

・農業委員会

特別委員会は、特に重要な案件等特別な問題を審査するために設置される委員会です。

委 員 長 竹　井　道　男

副委員長 服　部　孝　規

委　　員 森　　　美和子

〃 鈴　木　達　夫

〃 伊　藤　彦太郎

〃 前　田　耕　一

〃 宮　村　和　典

〃 前　田　　　稔

〃 小　坂　直　親

〃 松　上　　　孝　　　　

〃 池　田　依　子

森美和子　伊藤彦太郎　前田　稔　宮村和典　前田耕一　鈴木達夫

松上　孝　　池田依子　竹井道男　服部孝規　小坂直親

特別委員会

教育民生委員会

産業建設委員会

政治倫理委員会

議会のあり方等検討特別委員会
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委 員 長 葛　西　　　豊　

副委員長 大　井　捷　夫

委　　員 豊　田　恵　理

〃 福　沢　美由紀

〃 岡　本　公　秀

〃 中　村　嘉　孝

〃 宮　崎　勝　郎

〃 片　岡　武　男

〃 櫻　井　清　蔵

〃 森　淳　之　祐

岡本公秀　宮崎勝郎　片岡武男　福沢美由紀　豊田恵理　中村嘉孝

森　淳之祐　大井捷夫　葛西　豊　櫻井清蔵

委　　員 伊　藤　彦太郎　

〃 中　村　嘉　孝

〃 宮　村　和　典

〃 竹　井　道　男

〃 池　田　依　子

伊藤彦太郎　　　　中村嘉孝

竹井道男　　宮村和典　　池田依子

公営企業経営問題特別委員会

市議会だより編集委員会

議 　 員 福　沢　美由紀　

〃 森　　　美和子

〃 鈴　木　達　夫

〃 竹　井　道　男

鈴鹿亀山地区広域連合議会
議 　 員 伊　藤　彦太郎　

〃 中　村　嘉　孝

〃 宮　崎　勝　郎

三泗鈴亀農業共済事務組合議会

委 　 員 宮　崎　勝　郎　

〃 松　上　　　孝

亀山市国民健康保険運営協議会
委 　 員 伊　藤　彦太郎　

〃 前　田　耕　一

〃 中　村　嘉　孝

〃 前　田　　　稔

亀山市都市計画審議会

◆平成21年度補正予算
議案第71号　平成21年度亀山市一般会計補正予算（第4号）について （可決）

◆報告
報告第25号　専決処分の報告について （了承）

◆その他
議員提出議案第2号　　亀山市議会議員定数条例の制定について （否決）

（9月定例会からの継続審査）

■ ■ ■ ■ ■ 第3回臨時会議案一覧 ■ ■ ■ ■ ■
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議案質疑には７人の議員が質疑を行いました。内容は次のとおりです。

平成21年度亀山市一般会計補正予算（第４号）

について

○新型インフルエンザ予防接種費助成事業につ

いて

新型インフルエンザ予防接種費助成事業の概

要について伺う。

また、優先接種対象者全員に対して全額補助がで

きないのか伺う。

宮崎勝郎《緑風会》 今回の助成は、国の定める優先接種対象者に

対しワクチンの接種費用の一部を助成し、費用

負担の軽減を図ることにより、接種率を高め、感染

や重症化を防止することを目的としている。市内で

の蔓延や重症化を防ぎ、市民の健康の保持・増進を

図るため、公費助成を実施するものである。

助成金額は、接種費用の２分の１以内で上限を

3,000円とし、市民税非課税世帯及び生活保護世帯

の方に対しては、接種費用の全額を助成するもので

ある。

全額補助については、新型インフルエンザ予防接

種が、法律で定められたものではなく、個人予防が

目的の任意接種であることから、接種を受けられる

方には、応分の負担をいただきたいと考えている。

問

答
議案第71号

平成21年度亀山市一般会計補正予算（第４号）

について

○地域商業活性化事業について

今回の「亀山元気大抽選会ＰａｒｔⅡ」と前

回の「亀山元気大抽選会」の補助の目的につい

て確認をする。

前回の「亀山元気大抽選会」実施時には、定額給

付金が支給されたが、今回は定額給付金が支給され

ず、また給料もなかなか伸びないうえに、冬のボー

ナスも減り、消費意欲が冷え込んでいる状況下で、

この事業の実施が消費喚起に結びつくと考えている

のか。

竹井道男《市民クラブ》 前回の「亀山元気大抽選会」は、支給された

定額給付金を市内商店の売上拡大に結びつけ、

市外への消費流出を極力抑えようという目的を持っ

ていた。今回の「亀山元気大抽選会ＰａｒｔⅡ」は、

厳しい状況にある市内小売商業において、前回実施

した大抽選会で芽生えた市内商業団体間の連携機運

の高まりを生かして、商業団体が行う年末地元消費

喚起に向けた取り組みに、市が支援するものである。

市外への消費流出を抑え、市内の消費拡大という目

的は変わらないが、今回は、極めて厳しい経済状況

の中での緊急避難的な措置としての支援であると考

えている。また、抽選会に合わせ各商業団体・商店

において相乗効果をねらった販売促進事業も行われ

ることから年末ムードが盛り上がり、地元消費拡大

につながると考えている。

問

答
議案第71号

平成21年度亀山市一般会計補正予算（第４号）

について

○新型インフルエンザ予防接種費助成事業につ

いて

新型インフルエンザは従来の季節性インフル

エンザとはかなり違うものだと思う。予防接種

費助成事業は、過去の実績等を参考に予算化されてい

るが、対象者全員に予防接種ができるような補正予算

となぜしなかったのか。

また、中・高生の保護者も予防接種の対象とする考

えはなかったのか。

櫻井清蔵《ぽぷら》 予防接種の予定者数は、季節性インフルエン

ザのこれまでの接種率や、今回初めて集団接種

も行うといったことから、接種率を約70％弱と見

込んだ。予算化に当っては、現状に即した形で接種

者数を見込み、予算計上した。

また、今回、国が確保したワクチンの数量が限ら

れていることから、感染による重症者の発生をでき

る限り減らすことを目的としている。このため接種

対象者のうち重症化のリスクが高い方を優先して接

種するという考え方で、施策が展開されている。こ

の方針によると中学生や高校生の保護者の方につい

ては、優先的接種対象に入っていないことをご理解

いただきたい。

問

答
議案第71号
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平成21年度亀山市一般会計補正予算（第４号）

について

○地域商業活性化事業について

「亀山元気大抽選会ＰａｒｔⅡ」の当市総合

計画における位置づけと、整合性について伺う。

平成22年度の行政経営方針には、主要事業を含め

聖域なき見直しを図っていくとある。また、平成

22年度の予算編成は、制度の改正、災害関連経費、

緊急突発的なもののほか、当初予算編成過程で特に

協議したもの以外は計上しないということであっ

た。元気大抽選会に対する補助金交付は、この方針

及び考え方と整合しているのか伺う。

鈴木達夫《新和会》 第１次総合計画前期基本計画の柱のひとつに

「美しい都市環境の創造と産業の振興」があり、

その中に「にぎわいの場の創造、商店街の活性化」

として、販売促進イベント等の共同事業を支援して、

商店街に新たな活力を導入するという施策の方向が

示されている。当該事業はこの施策の方向性に基づ

くもので整合が図られているものと考えている。

当初予算の考え方との整合については、この事業

は非常に冷え切った経済環境下における緊急避難的

な施策であると認識しており、予算補正はやむを得

ないと考えている。

また、商業振興については、来年度の第２次実施

計画に、総合的な視点を明確に示す今後の商業政策

体系をつくり上げていきたい。

答
議案第71号

平成21年度亀山市一般会計補正予算（第４号）

について

○地域商業活性化事業について

「亀山元気大抽選会ＰａｒｔⅡ」実施に伴う

補助として600万円が計上されているが、商業

団体が実施する抽選会への市補助金について伺う。

抽選会応募期間は12月１日から12月31日までの

１ヵ月間であるが短過ぎるのではないのか。今回は、

定額給付金がなく、家庭の経済状況も厳しい中、本

当にこの抽選会に市民の方が大勢参加し、消費拡大

につながるのか。また、市民への抽選会実施のＰＲ

についても十分な時間があるのか。

豊田恵理《いずれの会派にも属さない》 深刻な経済不況により個人所得が減少する中

で、市内商店の消費拡大を図るには、消費者に

買い物意欲を与えるインパクトのある取り組みが必

要である。「亀山元気大抽選会ＰａｒｔⅡ」事業は、

市内各商業団体が一丸となった全市的な取り組みで

ある。市が景品代及び事務費の一部を補助すること

によってより魅力的な事業となり、市内の商業全体

の活性化と市民に年末の楽しみを感じていただける

という観点から補助を行うこととした。

実施期間は、事業計画をした商工会議所及び商業

団体の協議において設定された。抽選会は皆様の楽

しみにつながることでもあり、消費拡大の効果があ

るものと期待している。

また、チラシや、のぼり、インターネット、ケー

ブルテレビ等を通じてＰＲを行っていく。

答
議案第71号

問

問

1 2 3 4 5 6 7 8 9議席番号

議員提出議案第２号　亀山市議会議員定数条例の制定

について

議員提出議案第２号 （９月定例会からの継続審査）

○ × × ○ ○ ○ ○ × ×
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議　案　名

議　員　名

議 案 の 審 議 結 果 （起立採決をとった議案について掲載）

※　○印は賛成　×印は反対　なお、議長　小坂直親は採決に加わっておりません。
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平成21年度亀山市一般会計補正予算（第４号）

について

○地域商業活性化事業について

「亀山元気大抽選会ＰａｒｔⅡ」に対する市

補助金は、営利を目的とする事業者へのもので

あるが、どのような公益上の必要があり、どんな効

果があるのか伺う。また、景品は全額、事務費につ

いては半額補助となっているが、行政と事業者それ

ぞれの責任範囲及び公費による経費負担と事業者の

自己負担のあり方を伺う。

服部孝規《いずれの会派にも属さない》 「亀山元気大抽選会ＰａｒｔⅡ」への市補助

金は、市内各商業団体が一丸となった取り組み

であり、市が景品代及び事務費の一部を補助するこ

とで市民にとってより魅力的な事業とするためのも

のである。市内商業全体の活性化を図るため、元気

を出してもらう契機として公益上必要があると判断

している。

行政と事業者の負担等については、景品は、大型

液晶テレビと登録店で使用できるお買い物券で、一

定の経済波及効果があることから市が全額補助をす

る。事務費ついては、商工会議所並びに商業者によ

る事業であることから、事業者にも経費負担をして

いただくことが適切であり、補助率を２分の１とし

た。

答
議案第71号

平成21年度亀山市一般会計補正予算（第４号）

について

○新型インフルエンザ予防接種費助成事業につ

いて

亀山市のインフルエンザ予防接種費助成事業

の実施時期や対象者などの概要を伺う。

また、これからどういう方法でＰＲを行っていく

のか。

さらに集団接種の考え方についても伺う。

福沢美由紀《いずれの会派にも属さない》 予防接種の実施時期は、医療従事者が10月

19日の週から、妊婦と基礎疾患のある方が１

１月中頃、１歳以上小学校３年生までが12月中頃

を予定している。また１歳未満児等の保護者の方が

来年１月上旬、小学校高学年、中学生、高校生及び

65歳以上の高齢者が来年１月中旬からの予定であ

る。なお、現在前倒しで実施されるといった報道も

ある。周知については、新聞折り込み、ホームペー

ジやケーブルテレビ、市広報に加え、保育園・幼稚

園及び学校を通じてチラシを配付する。

次に、集団接種については、小さなお子さんの接

種を円滑で効果的に行うため、保育所、幼稚園に在

園している乳幼児を対象に行うよう医師会等と調整

を図っている。また小学生についても、現在協議を

行っているところである。

問

問

答
議案第71号

10 11 12 13 15 16 17 18 19 20 21 22

○ × × × ○ ○ × ○ ○ × × ×
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議会の主な動き
◆10月◆

13日 総務委員会

16日 福岡県行橋市議会視察来庁（企業

誘致）

20日 会派代表者会議　　　

全員協議会

21日 岡山県津山市議会視察来庁

（関宿まちなみ保存）

共産党議員行政視察（21日～23日）

23日 議会のあり方等検討特別委員会理

事懇談会

26日 市民クラブ会派行政視察（26日～

28日）

27日 北海道紋別市議会視察来庁（企業

誘致）

28日 全国自治体病院経営都市議会協議

会第5回地域医療政策セミナー

（東京）

29日 議会のあり方等検討特別委員会

30日 公営企業経営問題特別委員会

三泗鈴亀農業共済事務組合議会定

例会

第60回北勢５市議会懇話会

会派代表者会議

沖縄県豊見城市議会視察来庁（学

校教育ビジョン）

◆11月◆

４日 会派代表者会議

議会運営委員会

茨城県常陸太田市議会視察来庁

（企業誘致）

兵庫県高砂市議会視察来庁（景観

計画策定）

５日 緑風会会派行政視察（５日～６日）

６日 埼玉県日高市議会視察来庁（関宿

まちなみ保存）

11日 第３回臨時会

会派代表者会議

議会運営委員会

岐阜県多治見市議会視察来庁

（途切れない子どもの育ちの支援）

16日 産業建設委員会協議会

17日 教育民生委員会協議会

高知県日高村視察来庁（子ども総

合支援室の取組）

石川県金沢市議会視察来庁（歴史

まちづくり法）

18日 会派代表者会議

総務委員会協議会

19日 議会のあり方等検討特別委員会理

事懇談会

青森県つがる市議会視察来庁（議

会のあり方）

岡山県玉野市議会視察来庁（議会

改革）

20日 議会運営委員会

全員協議会

議会のあり方等検討特別委員会

23日 ぽぷら会派行政視察（23日・24日）

30日 議会運営委員会

12定例会開会

◆12月◆

２日 会派代表者会議

８日 議会運営委員会

議案質疑

政治倫理委員会

９日 一般質問

10日 一般質問

11日 産業建設委員会

14日 教育民生委員会

15日 総務委員会

17日 議会運営委員会

12月定例会閉会

21日 公営企業経営問題特別委員会

22日 議会のあり方等検討特別委員会理

事懇談会

25日 議会のあり方等検討特別委員会

11月16日から18日にかけ、各常任委員会は、それぞれの所管に属する下記の施設等の現地視察を行い

ました。

産業建設・教育民生・総務の各常任委員会が管内を視察

産業建設委員会（11月16日）

教育民生委員会（11月17日）

・亀山公園

・市ヶ坂江ヶ室線

・総合環境センター

・北中勢水道用水亀山白木分水建屋

・（仮称）森林公園

・山下橋

・衛生公苑

・JR亀山駅

・第2愛護園

・亀山東幼稚園

・旧舘家住宅

・亀山中学校改

築工事現場

・医療センター

総務委員会（11月18日）

・下庄消防団車庫

・中央防災倉庫

・亀山消防署（平成20

年度購入化学車）

・スポーツ研修センター

耐震補強工事現場

・関文化交流センター耐

震補強工事現場

（仮称）森林公園 山下橋

医療センター

亀山東幼稚園

●

スポーツ研修センター

亀
山
消
防
署

◎公職選挙法の規定により、市議会議員から市民の皆様への年賀状は禁止されています。皆様のご理解をお願いします。


